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	   報 告 者
	兵庫県セーリング連盟ジュニアクラブ　　中1　　田中美紗樹

	大 会 名
	2010　IODA　European Championship （2010　IODA　ヨーロッパ選手権）

	開 催 地
	Poland  Kamien Pomorski　ポーランド　カミエン・ポモールスキ

	大 会 期 間
	2010.7.2-10


	気温、水温

ウエアについて


	気温は、日本より少し寒く、蒸し暑い日はなかったです。
水温は、思ったより高かったです。

一番寒かった日は、ウェットスーツ、トラウザーにパドジャケででました。

	　海面（湖面）の

　特徴や風の傾向
	南風の時は弱く、北風の時は右目から吹いてきました。
どの風も安定せず、触れや強弱がありました。浅かったので、風が弱い時は思った以上に波がありましたが、強い時はあまりなく、乗るという感じの波ではなかったです。

	　セッティングで

注意したこと
	パワーセーリングをしようと思ったので、セールを深めにはりました。レーキはあまり立てずに走りました。タックがはりすぎるので、ゆるめにして走りました。

	　セーリングで

　注意したこと


	細かい波が多かったので、一つ一つつぶしながら走ろうと思いました（クロス）。
ランニングはフリーでは、波で船が揺れないように注意しました。

	　海上で練習した

こと
	海面になれるために、スピード練習をしました。時々、他の国の人とレース練習をしたりもしました。

	　実際のスベリは

　どうでしたか？


	他の国の人と、あまりすべりを比べられなかったけれど、あまり差はなかったので、相手が失敗したら勝って、自分が失敗したら負けるという感じです。

	　スタートは、

　どうでしたか？


	比較的よいスタートができました。

しかし、有利な方から出ようとすると、追い出されたり、遅れたりしました。

	　コース戦略は

　どうでしたか？


	外国の選手は、突っ込んでいました。振れでタックしていると、途中まではよかったけれど、マーク間際で負けてしまいました。

	　自分より上位の

　選手との違いは？


	どんなミスもしていなかったです。少しのミスが負ける原因になっていました。私は、ミスが多かったので、負けてしまいました。

	　国内の練習で

　役立ったこと


	スピード練習が役立ちました。フリートのどこでタックをすればいいかなどが、日本のレースと同じようにできました。

	　国内の練習で

　足りなかったこと


	上マーク付近の抜かし方です。マーク付近は混戦になっていたので、不利な方に行ってしまって負けてしまいました。

	　印象に残った

外国選手は？

　
	フリーのコースをまっすぐに走っていたことです。最短距離を走ろうと努力していました。

	　今後の課題と

　目標は？
	目標は、世界選手権に出ることです。それまでに、マーク付近の抜き方や、フリーをまっすぐに走ること、少しもミスをしないことなどを課題にして行きたいと思います。

	　ＪＯＤＡへの要望
	

	　

その他


	応援してくださった皆さん、有難うございました。


ご協力ありがとうございました　　　　　　　　ＪＯＤＡ海外派遣委員会

